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平成１９年３月期の業績予想の修正に関するお知らせ 

 
最近の業績動向等を踏まえ、平成１８年５月１８日に公表した平成１９年３月期（平成１８年４

月１日～平成１９年３月３１日）の業績予想を次のとおり修正いたします。 
 
１．平成１９年３月期通期（連結・個別）業績予想の修正 
（１）連結業績予想（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）    （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） ３，３３０ １８０ １３０

今回修正（Ｂ） ３，５４０ ２２０ １３０

増減額（Ｂ－Ａ） ２１０ ４０ ０

増減率 ６．３％ ２２．２％ ０

前年同期実績 ２，７６１ １３５ １２３

 
 （２）個別業績予想（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）    （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） ３，０００ ２００ １５０

今回修正（Ｂ） ３，２００ ２４０ １５０

増減額（Ｂ－Ａ） ２００ ４０ ０

増減率 ６．７％ ２０．０％ ０

前年同期実績 ２，４８１ １２９ １２２

 

２．修正の理由 

当社グループの本年度第３四半期までの業績は、売上面においてはスポーツイベントなどの大

型配信案件の増加によるオンデマンド売上が堅調に推移し、携帯電話向けサービスにおいても、

ｉチャネル向け配信ＡＳＰサービスの拡大などを中心に大幅に売上を拡大したことなどがあり、

順調に推移いたしました。また、損益面におきましても外注費・通信費などの更なる低減策を進

めたことにより、人件費・販売促進費などの増加を吸収し利益率の改善を図ることができました。 

これらの要因等から、連結業績予想、個別業績予想共に、平成１８年５月１８日に公表しまし

た予想値を上記のとおり修正いたします。なお、この予想数値には、平成１９年３月期第３四半

期末において実施する減損処理による投資有価証券評価損30,496千円が含まれております。 

第４四半期においては、castella、Ｊフラットなどの既存サービスに加えて、市場拡大を目的

とする販売促進活動を積極的に展開し、また、業容拡大を支える体制作りの一環として、採用活

動を含む各種の施策に注力する予定であります。 

 

（注）上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を

含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 
以 上 


